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中
　
川
　
和
　
彦

　
　
　
　
　
　
一

　
メ
キ
シ
コ
会
社
一
般
法
は
第
八
章
に
可
変
資
本
会
社
に
関
す
る
規
定
を
お
く
。

　
本
制
度
は
、
元
来
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
あ
っ
た
制
度
を
メ
キ
シ
コ
法
が
継
受
し
た
も
の
で
、
正
確
な
資
料
を
持
出
し
え
な
い
け
れ

ど
も
ヽ
メ
キ
シ
コ
国
に
お
い
て
、
主
に
可
変
資
本
株
式
会
社
と
し
て
相
当
に
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
最
近
、
わ
が

国
か
ら
メ
キ
シ
コ
国
に
進
出
し
た
某
社
も
こ
の
制
度
を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
可
変
資
本
会
社
と
は
、
定
款
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
社
員
の
新
た
な
る
出
資
ま
た
は
新
社
員
の
加
入
に
よ
り
資
本
が
増
加
し
、

社
員
の
出
資
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
撤
回
に
よ
り
資
本
が
減
少
す
る
会
社
を
い
う
が
、
可
変
資
本
会
社
は
、
メ
キ
シ
コ
法
で
も
、
会

社
の
新
た
な
る
形
態
と
み
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
有
限
責
任
会
社
、
株
式
会
社
、
お
よ
び
株
式
合
資
会
社
の

通
常
の
形
態
を
と
る
す
べ
て
の
会
社
の
い
ず
れ
も
こ
の
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
メ
キ
シ
コ
の
可
変
資
本
会
社
制
度
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こ
の
よ
う
に
、
可
変
資
本
会
社
は
、
企
業
の
一
つ
の
法
律
形
態
で
は
な
く
、
そ
の
資
本
構
成
に
お
け
る
一
つ
の
態
様
（
∃
o
d
匹
d
L
）

に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
る
。

　
本
稿
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
企
業
形
態
の
二
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
こ
の
可
変
資
本
会
社
の
制
度
の
概
要
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
考
案
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
田
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
本
制
度
の
邦
文
に
よ
る
紹
介
と
し
て
次
が
あ
る
。

　
　
　
　
大
野
実
雄
「
株
式
会
社
に
お
け
る
可
変
資
本
制
度
」
『
商
法
研
究
第
一
巻
』
（
昭
三
二
）
　
一
一
七
ペ
ー
ジ
以
下
。

　
　
　
　
大
森
忠
夫
『
仏
蘭
西
商
法
Ｉ
』
（
現
代
外
国
法
典
叢
書
）
（
昭
三
二
）
二
一
七
ペ
ー
ジ
以
下
。

　
　
②
　
こ
の
制
度
は
、
メ
キ
シ
コ
以
外
の
他
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ス
ェ
ム
テ
ン
お
よ
び
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
継
受
し
て
い
る
由
で
あ
る
。

　
　
　
　
J
u
l
i
u
s

v
o
n
G
i
e
r
k
e
｡

H
a
n
d
e
l
s
r
e
c
h
t

u
n
d
S
c
h
i
f
f
a
h
r
t
s
r
e
c
h
t
｡

8
e
.

Ａ
u
f
l
.
｡

1
9
5
8
｡

B
e
r
l
i
n
｡

S
.

2
6
2
.

　
　
Ｃ
Ｏ
　
今
、
手
許
に
あ
る
雑
誌
A
{
g
r
ぽ
日
∽
O
F
t
y

o
f

M
e
x
i
c
o

B
u
l
l
e
t
i
n
の
一
九
六
五
年
六
月
号
掲
載
の
広
告
一
三
二
件
を
分
類
す
る

　
　
　
　
と
、
会
社
形
態
を
明
示
し
て
商
号
を
表
示
す
る
の
が
六
二
件
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
四
三
件
が
株
式
会
社
、
一
八
件
が
可
変
資
本
株
式
会
社

　
　
　
　
で
あ
る
。
た
だ
、
同
誌
が
メ
キ
シ
コ
市
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
人
社
会
の
機
関
誌
で
あ
る
点
を
考
え
る
と
、
広
告
掲
載
企
業
の
多
く
が
ア
メ

　
　
　
　
リ
カ
系
企
業
で
あ
り
、
可
変
資
本
株
式
会
社
は
も
っ
ぱ
ら
ア
メ
リ
カ
系
企
業
が
多
く
利
用
し
て
い
る
、
と
い
う
推
測
も
成
立
つ
で
あ
ろ

　
　
　
　
う
。
参
考
ま
で
に
、
前
記
の
可
変
資
本
株
式
会
社
の
商
号
を
列
挙
し
て
お
こ
う
。
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二

　
ま
ず
、
現
行
の
メ
キ
シ
コ
国
一
九
三
四
年
会
社
一
般
法
（
に
y
G
e
g
L
d
e

S
o
c
i
e
d
a
d
e
s

M
e
r
c
a
n
t
i
l
e
s
）
の
な
か
の
可
変
資

本
会
社
に
関
す
る
規
定
を
次
に
記
そ
う

　
　
　
メ
キ
シ
コ
の
可
変
資
本
会
社
制
度
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メ
キ
シ
コ
の
可
変
資
本
会
社
制
度

　
　
一
九
三
四
年
会
社
一
般
法
（
抄
）

　
　
第
一
章
　
会
社
の
設
立
お
よ
び
機
能
一
般

第
一
条

①
本
法
は
次
の
種
類
の
会
社
を
認
め
る
。

　
Ｉ
　
合
名
会
社
　
S
o
c
i
e
d
a
de
n
n
o
m
b
r
ec
o
l
e
c
t
i
v
o

　
l
=
i
　
合
資
会
社
　
S
o
c
i
e
d
a
d

e
n
c
o
m
a
n
d
i
t
a

s
i
m
p
l
e

　
ｍ
　
有
限
責
任
会
社
　
S
o
c
i
e
d
a
d
d
Q
『
a
p
o
n
㎝
a
び
Ξ
d
p
d
l
i
m
i
t
a
d
p

　
Ｍ
　
株
式
会
社
　
S
o
c
i
e
d
a
da
n
o
n
i
m
a

　
ｖ
　
株
式
合
資
会
社
　
S
o
c
i
e
d
a
de
n
c
o
m
a
n
d
i
t
a
p
o
r

a
c
c
i
o
n
e
s

　
Ⅳ
　
協
同
組
合
　
S
o
c
i
e
d
a
dc
o
o
p
e
r
a
t
i
V
a

②
本
条
第
１
号
な
い
し
第
Ｖ
号
の
会
社
は
、
い
ず
れ
も
、
本
法
第
ハ
章
の
諸
規
定
を
遵
守
し
て
、
可
変
資
本
会
社
と
し
て
設
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
（
以
下
第
ニ
一
二
条
ま
で
省
略
）

　
　
第
ハ
章
　
可
変
資
本
会
社

第
二
一
三
条

　
可
変
資
本
会
社
に
お
い
て
は
、
会
社
資
本
は
社
員
の
事
後
出
資
ま
た
は
新
社
員
の
入
社
に
よ
り
増
加
可
能
で
あ
り
、
出
資
の
一
部

ま
た
は
全
額
の
撤
回
に
よ
り
資
本
の
減
少
も
可
能
で
あ
っ
て
、
本
章
の
定
め
る
方
式
の
他
な
ん
ら
の
方
式
も
要
し
な
い
。
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第
二
一
四
条

　
可
変
資
本
会
社
は
、
本
章
に
定
め
る
変
更
を
除
き
、
該
会
社
の
種
類
に
相
当
す
る
諸
規
定
、
な
ら
び
に
貸
借
対
照
表
お
よ
び
取
締

役
の
責
任
に
関
し
て
は
、
株
式
会
社
の
諸
規
定
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
一
五
条

　
こ
の
種
類
の
会
社
の
固
有
の
社
号
ま
た
は
名
称
に
常
に
可
変
資
本
d
e

c
a
p
i
t
a
l

v
a
r
i
a
b
l
e
の
語
句
が
付
加
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
一
六
条

①
　
す
べ
て
の
可
変
資
本
会
社
の
設
立
契
約
に
は
、
会
社
の
種
類
に
相
当
す
る
諸
規
定
の
他
、
会
社
資
本
の
増
減
の
た
め
に
定
め
ら

　
れ
る
条
件
が
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
　
株
式
の
会
社
に
お
い
て
は
、
会
社
契
約
ま
た
は
特
別
総
会
が
資
本
の
増
加
な
ら
び
に
相
当
す
る
株
式
発
行
の
従
う
べ
き
形
式
お

　
よ
び
条
件
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
発
行
済
で
未
引
受
の
株
式
ま
た
は
仮
株
券
が
あ
る
と
き
は
、
引
受
が
な
さ
れ
る
に
従
っ
て
引

　
渡
す
た
め
、
会
社
が
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
一
七
条

①
　
株
式
会
社
、
有
限
責
任
会
社
お
よ
び
株
式
合
資
会
社
は
最
低
資
本
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。
最
低
資
本
は
第
六
二
条
お
よ
び

　
第
八
九
条
に
定
め
る
金
額
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
に
お
い
て
は
、
最
低
資
本
は
原
初
資
本
の
五

　
分
の
一
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

②
　
株
式
の
会
社
は
、
最
低
資
本
を
同
時
に
公
告
す
る
こ
と
な
し
に
、
増
加
が
認
可
さ
れ
て
い
る
資
本
を
公
告
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら

　
れ
て
い
る
。
本
規
定
に
違
反
す
る
取
締
役
ま
た
は
そ
の
他
の
会
社
の
役
員
は
、
生
ず
べ
き
損
害
に
つ
き
責
を
負
う
も
の
と
す
る
。
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第
二
一
八
条

　
可
変
費
本
の
株
式
の
会
社
に
お
い
て
は
、
株
式
は
常
に
記
名
式
と
す
る
。

第
二
一
九
条

　
会
社
費
本
の
増
減
は
す
べ
て
、
会
社
が
こ
の
た
め
備
置
す
る
登
録
簿
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
二
〇
条

　
一
社
員
の
出
資
の
二
部
ま
た
は
全
額
の
撤
回
は
明
白
に
会
社
に
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
通
知
が
会
社
年
度
の
最
終
四
半
期

前
に
な
さ
れ
た
と
き
は
継
続
中
の
年
度
末
ま
で
、
最
終
四
半
期
後
に
な
さ
れ
た
と
き
は
次
年
度
末
ま
で
発
効
し
な
い
。

第
二
二
一
条

　
会
社
資
本
が
最
低
額
以
下
に
減
少
す
る
結
果
と
な
る
と
き
、
退
社
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
㈲
　
翻
訳
の
原
本
は
左
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三

一
、
可
変
資
本
会
社
の
制
度
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
始
っ
た
制
度
で
、
そ
の
一
八
六
七
年
の
会
社
法
に
お
い
て
初
め
て

規
定
さ
れ
た
。
そ
の
頃
、
一
方
に
お
い
て
協
同
組
合
の
思
想
が
普
及
し
、
他
方
に
お
い
て
中
産
階
級
お
よ
び
労
働
者
と
資
金
に
乏
し

い
企
業
者
た
ち
が
株
式
組
織
の
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
（
株
式
会
社
の
設
立
に
つ
き
当
時
免
許
主
義
が
行
な
わ
れ
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て
い
た
）
。
こ
う
い
う
情
勢
を
背
景
に
し
て
、
一
八
六
七
年
会
社
法
は
、
第
三
章
に
「
可
変
資
本
会
社
に
関
す
る
特
別
規
定
」
（
第
四

八
条
な
い
し
第
五
四
条
）
を
お
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
定
款
を
変
更
せ
ず
し
て
、
そ
の
資
本
の
増
加
ま
た
は
減
少
を
自
由
に
行
い
う
る

こ
と
が
規
定
さ
れ
、
こ
の
態
様
を
、
合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
株
式
会
社
お
よ
び
株
式
合
資
会
社
が
と
り
う
る
こ
と
を
認
め
た
の
で

あ
る
。

二
、
メ
キ
シ
コ

で

、
可
変
資
本
会
社
が
初
め
て
規
定
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
国
の
二
番
目
の
一
八
八
四
年
の
商
法
典

で
、
そ
の
第
三
五

五
条
で
認
め
た
合
名
会
社
、
合
資
会
社
お
よ
び
株
式
会
社
の
伝
統
的
な
三
つ
の
形
態
に
追
加
す
る
形
態
と
し
て
第
三
五
六
条
で
こ
れ

を
規
定
し
、
可
変
資
本
会
社
を
特
殊
の
規
定
に
従
う
会
社
と
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
同
法
典
第
二
篇
第
二
章
「
会
社
」
第
九
節
「
可

変
資
本
会
社
の
た
め
の
特
別
の
規
定
」
に
よ
る
と
、
可
変
資
本
会
社
は
、
株
式
会
社
ま
た
は
株
式
合
資
会
社
の
態
様
に
す
ぎ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。

三
、
メ
キ
シ
コ
国
の
三
番
目
の
一
八
八
九
年
商
法
典
で
は
、
協
同
組
合
を
可
変
資
本
会
社
と
し
て
規
制
し
、
さ
ら
に
、
可
変
資
本
会

社
が
株
式
の
会
社
の
外
装
を
ま
と
う
べ
き
で
あ
る
と
の
規
定
も
お
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
八
四
年
商
法
典
で
は
、
株
式
会
社
お
よ

び
株
式
合
資
会
社
は
協
同
組
合
た
る
こ
と
を
要
せ
ず
し
て
可
変
資
本
会
社
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
て
、
一
八
八
九
年
商
法

典
で
は
、
協
同
株
式
会
社
（
S
o
c
i
e
d
a
d
e
s

a
n
o
n
i
m
a
s
c
o
o
p
e
r
a
t
i
v
a
s
）
の
他
に
、
可
変
資
本
会
社
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
八
八
四
年
商
法
典
も
一
八
八
九
年
商
法
典
も
、
文
字
通
り
で
な
い
と
し
て
も
、
一
八
六
七
年
の
フ
ラ
ン
ス
会

社
法
の
可
変
資
本
会
社
の
規
定
を
継
受
し
て
八
芯
。

三
、
一
九
三
一
年
の
銀
行
法
（
に
y
d
e

I
n
s
t
i
t
u
c
i
o
n
e
s
d
Q
C
応
d
{
t
o
｝
は
、
第
一
六
条
で
、
金
庫
株
（
a
c
c
i
o
n
e
s
d
e

t
e
s
o
r
e
-

r
i
a
）
の
発
行
を
規
定
し
、
可
変
資
本
制
の
下
に
設
立
さ
れ
る
可
能
性
を
認
め
た
。
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四
、
一
九
三
四
年
の
会
社
一
般
法
（
現
行
法
）
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
先
例
に
な
ら
っ
て
、
可
変
資
本
会
社
に
関
す
る
規
定
を
お
い

た
。

　
ま
た
、
一
九
三
五
年
の
保
険
会
社
一
般

ら

（
に
y
G
e
n
e
r
a
l
d
e

I
n
s
t
i
t
u
c
i
o
n
e
s

d
Q
汐
叫
肖
0
已
､
一
九
四
一
年
の
銀
行
一
般
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

(
一
[
ヽ
Q
y
G
e
n
e
r
a
l

d
e

I
n
s
t
i
t
u
c
i
o
i
.
1
l
e
s
d
Q
C
r
e
d
i
t
o

y

O
r
g
a
n
i
z
a
c
i
o
n
{
I

A
u
x
i
l
i
a
r
e
s
}
さ
ら
に
、
一
九
五
五
年
の
投
資
会
社
法

　
（
r
Q
y
d
e

S
o
c
i
e
d
a
d
e
s
d
e

I
n
v
e
r
s
i
o
n
e
s
)
も
可
変
資
本
に
関
す
る
規
定
を
お
い
て
い
る
。

　
　
⑤
　
詳
細
は
左
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
C
r

r
y
o
μ
‐
C
a
e
n
.

&

L
.

R
e
n
a
u
l
t
｡
T
r
a
i
t
e
d
e
d
r
o
i
t

c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
.
T
o
∃
e

n
｡

2
e

e
d
‘
1
8
9
2
｡

p
.

1
0
3
0
Q
t
S
μ
･

　
　
　
　
大
野
実
雄
、
前
掲
論
文
、
一
一
九
ペ
ー
ジ
以
下
。

　
　
㈲
　
有
限
責
任
会
社
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
五
年
三
月
七
日
付
有
限
責
任
会
社
法
が
、
同
会
社
も
可
変
資
本
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
合

　
　
　
　
　
一
八
六
七
年
会
社
法
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
う
、
と
規
定
し
て
い
る
。

　
　
⑦
　
メ
キ
シ
コ
法
に
お
け
る
可
変
資
本
会
社
の
沿
革
に
関
す
る
以
下
の
叙
述
は
主
と
し
て
左
に
よ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
J
o
a
q
u
i
n

R
o
d
r
i
g
u
e
z
y
}
g
d
ま
召
a
ﾞ
T
r
a
t
a
d
o
d
e

S
o
c
i
e
d
乱
e
s

M
e
r
c
a
n
t
u
e
s
｡
T
o
m
o

n
｡

3
.
e
d
.

r
e
v
i
s
a
d
a
y
g
t
u
a
-

　
　
　
　
　
l
i
z
a
d
a

p
o
r

R
a
f
a
e
l
d
e

i
r
'
i
n
a
V
a
r
a
｡

1
9
6
5
｡

P
.

4
1
0
y
s
g
t
e
s
.

　
　
ｏ
ｏ
　
一
八
八
四
年
商
法
典
が
可
変
資
本
会
社
の
制
度
を
採
用
し
た
思
想
は
明
確
で
な
い
、
と
云
わ
れ
る
。
R
o
b
e
r
t
o

L
.

M
a
n
t
i
l
l
a

M
o
l
i
n
a
｡

　
　
　
　
　
r
)
e
r
e
c
h
o

M
e
r
c
a
n
t
i
l
｡

8
.

e
d
.

r
e
v
i
s
a
d
a

y

p
u
e
s
t
a

a
l
d
l
a
｡

1
9
6
5
｡

P
.

1
6
.

　
　
㈲
　
メ
キ
シ
コ
国
の
初
の
商
法
典
は
一
八
五
四
年
法
典
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
一
八
二
九
年
商
法
典
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。
第
二
の
法
典
が

　
　
　
　
　
一
八
八
四
年
法
典
で
、
第
三
の
法
典
が
一
八
八
九
年
法
典
で
、
一
八
九
〇
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
特
別
法
の
制
定
に
よ
り
多
く
の

　
　
　
　
　
改
正
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
が
現
行
商
法
典
で
あ
る
。
参
照
J
o
a
q
u
i
n

R
o
d
r
i
g
u
e
z

y

R
o
d
r
i
g
u
e
z
｡

C
回
J
o
d
Q
d
必
r
Q
昏
o
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�
　
保
険
会
社
一
般
法
に
次
の
規
定
が
あ
る
。

　
　
第
一
七
条

　
　
　
民
間
の
ま
た
は
国
家
の
保
険
会
社
と
し
て
営
業
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
は
、
本
法
に
規
定
し
な
い
と
こ
ろ
は
、
会
社
一
般

　
　
法
の
規
定
に
よ
り
、
か
つ
殊
に
、
次
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
Ｉ
　
未
引
受
け
で
、
会
社
の
金
庫
に
保
管
さ
れ
る
株
式
を
発
行
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
株
式
は
、
そ
の
額
面
、
お
よ
び
、
場
合

　
　
　
に
よ
り
会
社
の
定
め
る
プ
レ
ミ
ア
ム
の
全
額
の
払
込
と
引
換
え
に
、
引
受
人
に
交
付
さ
れ
、
会
社
は
、
払
込
が
分
割
払
で
な
さ
れ
る
と

　
　
　
き
、
引
受
人
に
仮
株
券
を
発
行
し
、
こ
れ
に
引
受
人
の
払
込
ん
だ
賦
金
が
記
載
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
可
変
資
本
を
も
つ
会
社

　
　
　
を
設
立
し
て
も
よ
い
。
こ
の
場
合
、
本
法
の
要
求
す
る
最
低
資
本
は
、
常
に
、
退
社
権
の
な
い
株
式
に
よ
り
代
表
さ
れ
る
も
の
と
す

　
　
　
る
。
設
立
証
書
、
こ
れ
を
欠
く
場
合
は
、
総
会
の
諸
決
議
に
よ
り
、
こ
の
株
式
の
発
行
お
よ
び
退
社
権
の
行
使
の
条
件
を
定
め
る
も
の

　
　
　
と
す
る
。
退
社
権
付
株
式
の
所
持
人
は
、
こ
れ
ら
の
株
式
に
つ
き
払
込
ま
れ
た
資
本
が
、
会
社
の
払
込
資
本
の
一
五
パ
Ｉ
セ
ン
ト
を
代

　
　
　
表
す
る
限
り
少
な
く
と
も
取
締
役
二
名
お
よ
び
監
査
役
一
名
を
選
任
す
る
権
利
を
有
す
る
。
退
社
権
付
株
式
が
数
種
あ
る
と
き
、
取
締

　
　
　
役
の
選
任
に
つ
い
て
は
同
種
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
退
社
権
な
し
の
株
式
に
よ
り
払
込
ま
れ
た
資
本
金
額
は
、
資
本
を
表
示
す
る
、

　
　
　
会
社
の
す
べ
て
の
文
書
に
記
載
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
メ
キ
シ
コ
の
可
変
資
本
会
社
制
度

そ
の
後
の
一
九
四
七
年
に
発
表
さ
れ
た
商
法
典
草
案
で
も
現
行
法
の
規
定
が
大
体
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

�
　
一
九
二
九
年
の
メ
キ
シ
コ
商
法
典
予
備
草
案
で
は
現
行
法
に
極
め
て
類
似
す
る
形
で
可
変
資
本
会
社
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
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第
二
条

　
投
資
会
社
は
株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
か
つ
次
の
規
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｉ
　
全
額
払
込
の
最
低
資
本
は
五
〇
〇
万
ペ
ソ
と
す
る
。

Ⅱ
　
（
省
略
）

Ⅲ
　
株
式
を
金
庫
に
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
、
取
締
役
会
の
指
示
す
る
方
法
お
よ
び
条
件
で
流
通
に
お
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

－140 －

　
　
Ⅲ
　
株
式
会
社
は
、
未
引
受
の
株
式
を
発
行
で
き
、
こ
れ
は
、
会
社
の
金
庫
に
保
管
さ
れ
、
そ
の
額
面
、
お
よ
び
場
合
に
よ
り
、
会
社
の

　
　
　
定
め
る
ブ
レ
ミ
ア
ム
の
金
額
の
払
込
と
引
換
え
に
引
受
人
に
交
付
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
Ⅳ
　
可
変
資
本
会
社
で
あ
る
場
合
、
本
法
に
よ
る
義
務
的
最
低
資
本
は
退
社
権
な
し
の
株
式
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
、
こ
れ
は
、

　
　
　
特
別
の
組
を
構
成
す
る
と
き
は
所
持
人
式
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
退
社
権
付
の
資
本
金
額
は
、
い
か
な
る
場
合
も
、
退
社
権
な
し
で

　
　
　
払
込
ま
れ
た
資
本
金
額
を
下
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

叫
　
投
資
会
社
法
に
次
の
規
定
が
あ
る
。

第
八
条

　
会
社
一
般
法
、
な
ら
び
に
、
本
法
の
第
二
条
お
よ
び
第
三
条
に
い
う
営
業
を
目
的
と
す
る
会
社
の
場
合
に
特
に
適
用
さ
れ
る
次
の
規
定

に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
固
定
ま
た
は
可
変
資
本
の
株
式
会
社
の
形
で
設
立
さ
れ
た
会
社
の
み
が
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
享
受
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

Ｉ
な
い
し
Ｈ
（
省
略
）

　
　
Ⅱ
　
固
定
資
本
会
社
に
お
け
る
払
込
資
本
、
ま
た
は
可
変
資
本
会
社
に
お
け
る
退
社
権
な
し
の
株
式
に
対
し
て
払
込
ま
れ
た
額
は
、
会
社

　
　
　
の
設
立
時
に
、
認
可
に
従
っ
て
、
設
立
の
時
か
ら
少
な
く
と
も
最
低
資
本
に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

叫
　
銀
行
一
般
法
に
次
の
規
定
が
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
四

一
、
メ
キ
シ
コ
国
会
社
法
で
は
、
会
社
の
資
本
金
額
は
定
款
の
絶
対
的
記
載
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
て
（
会
社
法
六
条
一
項
一
号
）
、
そ

の
変
更
は
定
款
の
変
更
と
し
て
特
別
の
手
続
を
必
要
と
す
る
。

　
合
名
会
社
に
つ
い
て
は
、
社
員
全
員
の
、
ま
た
会
社
契
約
中
に
定
め
が
あ
れ
ば
、
社
員
の
過
半
数
の
同
意
を
要
し
（
会
社
三
四
条
）
、

合
資
会
社
に
つ
い
て
は
合
名
会
社
に
お
け
る
の
と
同
じ
手
続
を
要
し
（
会
社
法
五
七
条
一
項
、
三
四
条
）
、
有
限
責
任
会
社
に
つ
い
て

は
、
社
員
の
義
務
の
増
加
と
な
る
場
合
は
社
員
全
員
の
、
さ
も
な
け
れ
ば
資
本
の
少
な
く
と
も
四
分
の
三
を
代
表
す
る
社
員
の
同
意

を
必
要
と
す
る
（
会
社
法
八
三
条
）
。
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
必
要
と
す
る
（
会
社
法
一
八
二
条
一
項
三
号
、
一

九
〇
条
）
。
株
式
合
資
会
社
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
に
お
け
る
の
と
同
じ
手
続
を
必
要
と
す
る
（
会
社
法
二
〇
八
条
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
会
社
の
資
本
金
額
は
原
則
と
し
て
一
定
不
動
で
あ
っ
て
、
経
済
上
の
必
要
か
ら
こ
れ
を
増
減
す
る
た
め
に
は
一
定

の
厳
重
な
手
続
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、
通
常
、
い
わ
ゆ
る
資
本
不
変
の
原
則
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
可
変
資
本
会
社
に
お
い
て
は
、
定
款
の
変
更
を
要
せ
ず
し
て
、
資
本
の
増
減
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
資

Ⅳ
　
（
省
略
）

Ｖ
　
資
本
を
可
変
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
条
第
一
号
の
最
低
資
本
を
代
表
す
る
株
式
は
退
社
権
を
有
し
な
い
。

Ⅵ
、
Ⅶ
　
（
省
略
）

Ⅷ
　
資
本
の
増
加
の
場
合
、
株
式
は
、
会
社
一
般
法
第
一
三
二
条
に
規
定
す
る
優
先
権
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
流
通
に
お
く
こ
と

　
が
で
き
る
。
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本
の
可
変
性
が
行
な
わ
れ
る
の
は
、
ま
ず
、
協
同
組
合
で
あ
る
。
小
規
模
の
生
産
者
ま
た
は
消
費
者
の
相
互
扶
助
を
目
的
と
す
る
協

同
組
合
に
あ
っ
て
は
、
組
合
員
の
任
意
加
入
ま
た
は
脱
退
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
組
合
員
の
出
資
総
額
ま
た
は
出
資

口
数
が
固
定
的
で
な
く
な
り
、
メ
キ
シ
コ
国
の
協
同
組
合
法
（
L
e
y

G
e
n
e
r
a
ld
e

S
o
c
i
e
d
a
d
e
sC
o
o
p
e
r
a
t
i
v
a
已
も
、
協
同
組
合

の
要
件
の
な
か
で
、
一
○
人
を
下
ま
わ
ら
な
い
可
変
数
の
組
合
員
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
（
開
法
一
条
三
号
）
、
お
よ
び
、
可
変

資
本
を
有
し
、
存
続
期
間
が
不
定
で
あ
る
こ
と
（
四
号
）
を
あ
げ
て
、
協
同
組
合
は
す
べ
て
可
変
資
本
を
と
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

ザ　
と
こ
ろ
が
、
メ
キ
シ
コ
国
会
社
一
般
法
は
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
す
べ
て
の
会
社
が
可
変
資
本
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
る

こ
と
の
可
能
性
を
定
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
メ
キ
シ
コ
法
で
は
、
会
社
法
の
定
め
る
す
べ
て
の
会
社
は
、
固
定
資
本
を
も
っ
て
設
立

さ
れ
て
も
よ
く
、
ま
た
可
変
資
本
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。

二
、
可
変
質
本
則
を
と
る
会
社
形
態
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
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五

　
す
べ
て
の
可
変
資
本
会
社
に
適
用
さ
れ
る
規
定
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
、
名
称
ま
た
は
社
号
に
関
す
る
特
別
の
記
載

　
会
社
一
般
法
第
二
一
五
条
は
、
可
変
資
本
を
と
る
会
社
の
社
号
ま
た
は
名
称
に
、
可
変
資
本
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
c
･
夕
の
略

語
を
、
こ
の
特
殊
性
を
一
般
公
衆
お
よ
び
会
社
の
社
員
に
予
告
さ
せ
る
こ
と
わ
り
書
き
と
し
て
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
登
録
簿

　
可
変
資
本
会
社
は
、
会
社
資
本
に
つ
き
な
さ
れ
る
増
減
が
す
べ
て
記
録
さ
れ
る
、
資
本
に
関
す
る
特
別
の
記
録
簿
を
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
会
社
法
二
一
九
条
）
。

三
、
資
本
の
最
低
額

　
株
式
会
社
、
有
限
責
任
会
社
お
よ
び
株
式
合
資
会
社
の
場
合
、
法
定
の
最
低
額
を
下
ま
わ
っ
て
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

の
最
低
額
は
、
株
式
会
社
　
二
五
〇
〇
〇
ペ
ソ
、
株
式
合
資
会
社
同
じ
く
二
五
〇
〇
〇
ペ
ソ
、
有
限
責
任
会
社
　
五
〇
〇
〇
ペ
ソ

　
（
会
社
法
二
一
七
条
一
項
、
六
二
条
、
八
九
条
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
の
場
合
、
資
本
の
最
低
額
に
つ
き
絶
対
額
の
規
定
は
な
く
、
た
だ
、
原
初
資
本
（
e
l

c
a
p
i
t
a
l

s
o
c
i
-

a
ご
n
i
c
i
a
l
）
の
‰
を
下
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
の
規
定
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
（
会
社
法
二
一
七
条
一
項

五
、
会
社
一
般
法
は
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
取
締
役
の
責
任
に
つ
い
て
は
株
式
会
社
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
、
と
定
め

る
（
一
二
四
条
）
。
こ
れ
ら
株
式
会
社
の
規
定
の
準
用
の
範
囲
は
明
確
で
は
な
い
。
株
式
会
社
で
は
監
査
役
が
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
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報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
（
会
社
法
一
七
四
条
、
一
七
五
条
）
、
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
に
は
監
査
役
は
お
か
れ
て
お
ら
ず
、

そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
l
n
t
e
r
v
e
n
t
o
r
（
検
査
役
）
（
会
社
法
四
七
条
）
が
お
か
れ
る
。
こ
れ
ら
両
者
の
機
能
は
同
じ
で
は
な

く
、
ま
た
、
可
変
資
本
合
名
会
社
ま
た
は
合
資
会
社
は
、
株
式
会
社
と
同
様
の
監
査
役
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
有
力
学
説
に
よ
れ

心

、
貸
借
対
照
表
の
公
告
お
よ
び
取
締
役
の
責
任
に
限
定
し
て
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

五
、
補
足
と
し
て
、
株
式
会
社
に
関
す
る
規
定
を
記
す
。

　
会
社
一
般
法
第
二
一
七
条
お
よ
び
第
二
一
八
条
第
二
項
に
株
式
会
社
に
関
す
る
特
別
の
規
定
が
あ
り
、
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、

最
低
額
を
同
時
に
公
告
す
る
こ
と
な
く
増
加
を
認
可
さ
れ
て
い
る
額
を
公
告
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
こ
の
規
定
に
違
反
し
た
取
締

役
、
ま
た
は
そ
の
他
の
会
社
の
職
員
は
、
発
生
す
る
損
害
に
つ
き
責
を
と
る
。

　
株
式
の
可
変
資
本
会
社
の
場
合
、
株
式
は
常
に
記
名
式
で
あ
る
。

　
　
叫
　
注
圓
の
具
体
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
本
文
中
の
社
号
と
名
称
は
、
と
も
に
商
号
で
あ
る
が
、
社
号
（
r
a
z
o
n

s
o
c
i
a
l
）
は
、
合
名

　
　
　
　
会
社
、
合
資
会
社
な
ど
の
人
的
会
社
に
つ
き
用
い
ら
れ
、
名
称
（
d
e
n
o
m
i
n
a
c
i
o
n
）
は
株
式
会
社
の
如
き
物
的
商
号
に
つ
き
用
い
ら
れ

　
　
勁
　
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
に
関
す
る
こ
の
比
率
を
株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社
お
よ
び
有
限
責
任
会
社
に
も
適
用
す
べ
し
、
と
有
力
学

　
　
　
　
説
は
説
く
。
}
g
d
r
屁
g
j
T
r
a
t
a
d
o
.
T
O
m
o

n
｡

p
.
4
1
3
.

　
Ｓ
R
o
d
r
i
g
u
e
z
｡

T
r
a
t
a
d
o
｡
T
o
m
o

n
｡

p
.
4
1
2
.

　
　
叫
　
こ
の
要
件
を
、
株
主
の
確
認
の
た
め
で
あ
る
か
ら
、
確
認
が
不
要
の
場
合
、
す
な
わ
ち
最
低
資
本
を
代
表
す
る
株
式
が
退
社
権
の
な
い
特

　
　
　
　
別
の
株
式
で
あ
れ
ば
、
そ
の
他
の
株
式
は
所
待
人
式
で
も
差
支
え
な
い
、
と
解
す
る
説
が
あ
る
°
　
M
a
n
t
i
l
l
a

M
o
l
i
n
a
｡
　
　
o
p
.
c
i
t
｡
p
.
4
3
9
｡

－145 －



　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
可
変
資
本
会
社
に
お
け
る
資
本
の
増
減
を
考
察
し
て
み
る
。

一
、
契
約
の
自
由

　
可
変
資
本
会
社
に
お
け
る
資
本
の
増
減
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
規
定
が
適
用
さ
れ
る
が
、
会
社
一
般
法
に
よ
れ
ば
、
会
社
契
約

中
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
筆
者
の
閲
覧
で
き
た
定
款
例
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
１
　
最
低
資
本
額
と
授
権
資
本
額
の
定
め
が
あ
る
。

　
２
　
最
低
資
本
額
に
つ
き
発
行
さ
れ
る
株
式
を
Ａ
種
と
呼
び
、
全
額
払
込
、
記
名
式
と
し
、
退
社
権
を
与
え
な
い
。

　
３
　
そ
れ
以
外
の
株
式
を
Ｂ
種
と
呼
び
、
金
庫
株
と
し
て
、
引
受
け
の
あ
る
都
度
、
交
付
す
る
。
こ
の
株
式
は
退
社
権
が
あ
る
。

二
、
資
本
の
増
加

　
㈹
　
原
則
と
し
て
、
資
本
の
増
加
は
、
会
社
契
約
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
。

　
資
本
の
増
加
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
既
存
社
員
の
新
た
な
る
出
資
、
第
二
に
、
新
入
社
員
に
よ
る
出
資
で

　
あ
る
。

　
ま
ず
、
合
名
会
社
、
合
資
会
社
お
よ
び
有
限
責
任
会
社
に
あ
っ
て
は
、
既
存
社
員
の
新
規
出
資
は
、
出
資
持
分
の
一
口
の
金
額
引

上
げ
、
ま
た
は
出
資
口
数
の
増
加
と
な
り
、
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
株
式
の
額
面
の
引
上
げ
、
ま
た
は
新
株
の
発
行
お
よ
び
そ
の

引
受
け
の
形
を
と
る
。
こ
の
よ
う
な
新
規
の
出
資
の
実
施
は
、
全
員
一
致
の
同
意
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
い

－１46－



か
な
る
社
員
も
、
最
初
に
約
定
し
た
出
資
額
を
変
更
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
新
入
社
員
の
加
入
に
よ
る
資
本
の
増
加
の
場
合
、
た
と
え
ば
、
株
式
会
社
の
場
合
、
株
主
の
新
株
引
受
権
の
問
題
が
あ
る

（
会
社
法
一
三
二
条
）
。

　
圓
　
株
式
会
社
以
外
の
会
社
、
す
な
わ
ち
、
合
名
会
社
、
合
資
会
社
お
よ
び
有
限
責
任
会
社
に
あ
っ
て
は
、
資
本
の
増
加
を
取
締

役
ま
た
管
理
機
関
に
委
ね
て
も
よ
い
し
、
ま
た
社
員
総
会
の
決
議
を
必
要
と
し
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
新
社
員
の
加
入
に
よ
る
増
資

の
場
合
、
社
員
総
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
（
会
社
法
三
一
条
、
五
七
条
、
六
五
条
）
。
株
式
合
資
会
社
に
つ
い
て
は
明
文
の
規
定
は
な

い
が
、
同
旨
と
解
さ
れ
る
。

　
③
　
こ
れ
に
反
し
て
、
株
式
会
社
で
は
、
会
社
一
般
法
第
ニ
一
六
条
第
一
項
に
よ
り
、
会
社
契
約
ま
た
は
特
別
総
会
が
資
本
の
増

加
な
ら
び
に
相
当
す
る
株
式
発
行
の
従
う
べ
き
形
式
お
よ
び
条
件
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
右
か
ら
有
力
学
説
は
次
の
よ
う
に
解
す
る
。
可
変
資
本
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
資
本
の
増
加
は
定
款
に
明
定
し
て
も
、
し
な
く

て
も
よ
ろ
し
い
。
明
定
し
て
あ
る
場
合
、
そ
の
実
施
の
決
定
に
は
取
締
役
会
が
あ
た
り
、
明
定
し
て
な
い
場
合
、
決
定
は
、
取
締
役

会
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
ず
総
会
の
排
他
的
権
限
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
会
社
一
般
法
第
一
九
四
条
は
、
特
別
総
会
の
議
事
録
が
公
正
証
書
と
し
て
記
録
さ
れ
、
か
つ
商
業
登
記
簿
に
登
記
さ

れ
る
、
と
規
定
す
る
が
（
二
項
）
、
可
変
資
本
を
と
る
会
社
に
つ
い
て
も
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
（
会
社
法
二
一
四
条
参
照
）
。

「
本
章
に
定
め
る
方
式
の
他
な
ん
ら
の
方
式
も
要
す
る
こ
と
な
く
、
資
本
の
増
加
が
な
さ
れ
う
る
」
、
と
い
う
会
社
一
般
法
第
二
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如

条
の
規
定
が
優
先
す
る
と
解
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
資
本
の
可
変
性
の
機
能
が
失
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
㈲
　
増
資
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
金
庫
株
（
a
c
c
i
o
n
d
Q
t
a
o
｢
a
o
」
の
創
設
が
あ
る
。
こ
れ
は
取
締
役
が
こ
の
株
式
を
流
通
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に
お
く
の
を
適
当
と
す
る
ま
で
会
社
の
金
庫
内
に
保
管
さ
れ
る
が
故
に
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
こ
の
場
合
、
会
社
契
約
に
授
権
資

本
｛
e
l

c
a
p
i
t
a
}
呂
t
o
叱
回
d
o
）
の
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
こ
の
方
法
の
法
的
根
拠
と
し
て
、
会
社
一
般
法
第
ニ
一
六
条
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓

項
末
文
の
「
発
行
済
で
未
引
受
の
株
式
の
引
受
が
な
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
引
渡
す
た
め
に
会
社
が
保
管
す
る
」
、
と
の
規
定
か
あ

り
、
ま
た
、
銀
行
一
般
法
第
八
条
第
三
石
、
保
険
会
社
一
般
法
第
一
七
条
第
一
石
に
も
同
様
の
規
定
が
あ
る
。

　
な
お
、
金
庫
株
は
、
退
社
権
を
所
持
人
に
付
与
し
な
い
で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
会
社
は
、
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斡

の
増
加
の
た
め
に
の
み
、
資
本
を
可
変
に
す
る
。

　
㈲
　
さ
て
、
す
べ
て
の
会
社
に
つ
き
、
社
員
に
払
込
の
義
務
の
あ
る
引
受
資
本
（
に
a
p
ぽ
ご
謡
l
t
o
)
と
実
際
に
払
込
を
完
了

し
て
い
る
払
込
資
本
呈
c
a
p
i
t
a
l

e
x
h
i
b
i
d
o
）
が
区
別
さ
れ
る
が
、
可
変
資
本
の
会
社
に
あ
っ
て
は
、
授
権
資
本
呈
a
S
t
恥

a
u
t
o
Z
回
d
o
）
の
お
か
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
授
権
資
本
と
は
、
定
款
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、

引
受
資
本
の
達
し
う
る
最
高
額
を
い
う
。

　
会
社
一
般
法
は
、
明
文
の
規
定
を
も
っ
て
、
授
権
資
本
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
第
二
一
七
条
第
二
項
で
、
「
増
加
が
認
可

さ
れ
て
い
る
資
本
」
と
い
う
。

　
な
お
、
定
款
に
授
権
資
本
の
定
め
の
な
い
場
合
、
資
本
の
増
加
は
社
員
総
会
ま
た
は
株
主
総
会
の
裁
量
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　
授
権
資
本
の
定
め
の
あ
る
場
合
、
払
込
資
本
は
、
払
込
金
額
が
増
減
す
る
に
従
っ
て
、
最
低
額
と
授
権
額
と
の
間
を
動
く
。
こ
の

結
果
、
可
変
資
本
株
式
会
社
の
株
式
は
、
会
社
の
資
本
１
払
込
資
本
ま
た
は
引
受
資
本
ｌ
の
正
確
な
額
を
表
示
で
き
な
い
こ
と

に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
金
額
は
、
そ
の
時
そ
の
時
で
変
化
す
る
、
ま
た
は
変
化
し
う
る
数
字
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
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う
な
場
合
、
株
式
払
込
資
本
の
変
動
す
る
枠
で
あ
る
、
最
低
資
本
額
と
授
権
資
本
額
を
表
示
す
ら
Ｉ
。

三
、
資
本
の
減
少

　
田
　
会
社
一
般
法
第
二
二
〇
条
に
よ
れ
ば
、
一
社
員
の
出
資
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
撤
回
は
明
白
に
会
社
に
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
通
知
が
会
社
年
度
の
最
終
四
半
期
前
に
な
さ
れ
る
と
き
は
継
続
中
の
年
度
末
ま
で
、
最
終
四
半
期
に
な
さ
れ
る
と
き
は
次

年
度
末
ま
で
発
効
し
な
い
。

　
こ
の
規
定
は
、
会
社
の
み
な
ら
ず
、
会
社
の
債
権
者
を
も
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
右
の
期
間
の
拡
大
お
よ
び
要
件
の
加
重
は
許

　
　
叫

さ
れ
る
。

　
圓
　
退
社
の
結
果
、
会
社
資
本
が
最
低
額
以
下
に
減
少
す
る
結
果
と
な
る
と
き
、
退
社
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
（
会

社
法
二
二
一
条
）
。

　
こ
の
資
本
の
最
低
額
は
設
立
証
書
に
定
め
ら
れ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
有
限
責
任
会
社
に
あ
っ
て
は
五
〇
〇
〇
ペ
ソ
（
会
社

法
六
二
条
）
、
株
式
会
社
お
よ
び
株
式
合
資
会
社
に
あ
っ
て
は
二
五
〇
〇
〇
ペ
ソ
を
下
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
二
一
一
条
、
二
一
七

条
）
。
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
に
つ
い
て
は
、
最
低
資
本
は
原
初
資
本
の
‰
を
下
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
二
一
七
条
）
。

　
こ
の
資
本
の
最
低
額
を
下
ま
わ
る
こ
と
に
な
る
出
資
撤
回
請
求
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
、
退
社
権
の
な
い
特
殊
の
株
式
の
創
設

が
行
な
わ
れ
仙
。

　
卯
　
社
員
が
退
社
権
を
行
使
す
る
場
合
の
持
分
の
計
算
方
法
。
こ
れ
に
は
次
の
三
者
が
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
額
面
額
の
払
戻
し
、
第
二
に
、
社
員
の
払
込
金
額
の
み
の
払
戻
し
、
第
三
に
、
時
価
の
払
戻
し
で
あ
る
。

　
会
社
に
損
益
の
あ
る
場
合
を
考
え
る
と
、
第
一
説
は
不
当
で
あ
り
、
第
二
説
も
、
第
一
説
の
部
分
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
同
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じ
く
不
当
で
あ
り
、
有
力
学
説
に
よ
れ
ば
、
第
三
説
に
よ
る
べ
き
こ
と
に
な
か
。

　
叫
　
資
本
の
減
少
の
効
果
。
こ
れ
は
会
社
に
関
す
る
も
の
と
退
社
す
る
社
員
に
関
す
る
も
の
と
が
あ
る
。

　
会
社
に
関
し
て
、
資
本
の
減
少
が
法
定
の
枠
内
で
な
さ
れ
て
い
る
限
り
、
公
告
の
理
由
は
な
く
、
会
社
一
般
法
第
九
条
の
規
定
に

従
う
必
要
も
な
い
の
で
、
会
社
の
債
権
者
の
異
議
申
立
も
許
さ
れ
な
い
。

　
退
社
す
る
社
員
に
関
し
て
は
、
こ
の
場
合
、
会
社
一
般
法
第
一
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
こ
れ
は
、

退
社
時
、
ま
た
は
除
名
時
に
継
続
中
の
取
引
に
つ
き
社
員
の
責
任
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
逆
に
、
第
一
五
条
の
持
分
の
留
保
権
は

適
用
さ
れ
な
い
。
法
文
で
も
、
可
変
資
本
会
社
が
明
ら
か
に
除
外
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
㈲
　
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
資
本
の
減
少
。

　
以
上
、
可
変
資
本
会
社
に
お
け
る
典
型
的
な
資
本
の
減
少
を
考
察
し
た
。

　
可
変
資
本
に
あ
ら
ざ
る
会
社
に
み
ら
れ
る
除
名
お
よ
び
法
定
事
由
に
よ
る
退
社
（
会
社
法
五
〇
条
、
二
〇
六
条
）
は
、
可
変
資
本
会

　
　
　
　
　
　
　
㈲

社
に
も
適
用
さ
れ
る
。
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以
上
、
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
可
変
資
本
会
社
の
制
度
を
概
観
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
若
干
の
私
見
を
記
せ
ば
、

一
、
そ
の
長
所
は
、
資
本
の
増
減
に
定
款
（
会
社
契
約
）
の
変
更
を
要
し
な
い
、
と
い
う
資
金
の
調
達
に
お
け
る
簡
便
さ
で
あ
る
。

　
　
　
メ
キ
シ
コ
の
可
変
資
本
会
社
制
度
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二
、
右
の
長
所
に
着
眼
し
て
、
そ
の
経
済
的
機
能
を
考
え
る
と
、
ま
ず
、
資
本
金
額
と
事
業
規
模
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
会
社

　
（
銀
行
、
投
資
会
社
）
や
減
耗
資
産
を
も
つ
会
社
に
最
適
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
、
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
外
資
系
企
業
に
よ
る
利
用
が
少
な
く
な
い
（
注
３
参
照
）
。
そ
の
理
由
は
資
金
調
達
に
お
け
る
簡
便
さ

と
い
う
よ
り
も
、
定
款
変
更
の
手
続
の
回
避
に
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
点
に
着
眼
し
て
、
こ
の
制
度
の
利
用
が
す
す
め
ら
れ
て
い

帥る
。
す
な
わ
ち
、
メ
キ
シ
コ
で
は
、
外
資
の
参
加
す
る
会
社
に
つ
い
て
は
、
設
立
、
定
款
変
更
に
つ
き
、
そ
の
都
度
外
務
省
の
許
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

四
、
本
制
度
は
資
本
不
変
の
原
則
に
対
す
る
例
外
で
あ
る
が
、
会
社
債
権
者
の
保
護
は
十
分
に
は
か
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
点
、
授
権
資
本
と
最
低
資
本
と
の
間
の
比
率
の
制
限
規
定
の
な
い
こ
と
、
最
低
資
本
金
額
が
高
く
な
い
こ
と
、
本
制
度
の
最
高
限

度
の
規
定
の
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
消
極
的
に
解
す
る
。

五
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
可
変
資
本
会
社
制
度
は
、
そ
の
立
法
の
本
来
の
趣
旨
（
仏
に
お
け
る
よ
う
な
）
と
は
ま
っ
た
く
か
け
は
な
れ

た
発
展
を
メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
抽
象
的
に
成
立
し
た
法
形
態
の
一
定
の
経
済
目
的
達
成
の
た
め
の
利
用

例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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